
【コンポーネントパーツ セキュリティ機能type2のご紹介】
従来のセキュリティ機能パーツの機能性をアップ、デザインをリニューアル！
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• モニタッチ本体のみで、ユーザID / パスワードの登録 / 変更 / 削除作業が簡単に行えます。

コンポーネントパーツ セキュリティ機能type2の概要
セキュリティ機能のログイン操作画面として使用するパーツです。製薬業界のPart11をはじめとする、データインテ
グリティ(DI)に関連した、ログインユーザの管理(登録/削除、使用期限など)及び、ログイン履歴の保存/モニタが
できます。

■ユーザIDの登録

ユーザ登録画面へ

【有効期限の警告】
(システム設定画面)

ログインした
状態で、装置
から離れる。

一定時間経過後

（操作画面） （ログアウト画面）

自動ログアウト

別の作業者が
装置の操作を
行う。

不正に第三者が操作
することを防ぐ

（下図はtype2の画面画像）

• パスワードの有効期限、間違え回数によるユーザロックの管理が行えます。
■パスワード管理

(ログイン画面)

【ユーザロック】

• 設定された時間内に画面の操作がない場合、自動的にログアウトするように設定できます。
■自動ログアウト機能

自動ログアウト機能の使用/未使用選択、
使用時の自動ログアウト時間の設定が可能。

※使用可能機種：V10/V9/X1シリーズ



【発行元】

モニタッチコールセンター

TEL ： 0120-128-220
E-Mail ： gijyutsu1@hakko-elec.co.jp
URL ： www.hakko-elec.co.jp

その他のMONITOUCH EXPRESSはこちら

コンポーネントパーツのダウンロードはこちらから！
https://felib.fujielectric.co.jp/ja/M10019/M20118/document_detail/a0e921a5-256e-4b4b-bd11-
1308c5ce0c02

コンポーネントパーツ セキュリティ機能type2の機能性アップ

管理者権限を持ったユーザIDを「マスタ」と「管理者」に分類して、登録数を拡張しました。
一般ユーザを「オペレータ」とし、登録数も任意設定できるようにしました。
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管理者にレベルを付けることで、編集権限の差別化ができるようになりました。

コンポーネントパーツ セキュリティ機能type2

ユーザID 登録数 管理者権限

マスタ 1 ○

管理者 10 ○

オペレータ 100(デフォルト) ×

従来)コンポーネントパーツ セキュリティ機能

ユーザID 登録数 管理者権限

管理者 1 ○

ー ー ー

ユーザ 50 ×

【マスタ】

編集不可

編集可

編集不可

管理者間の権限の関係は
レベルの高低で管理される。

管理者とオペレータ間の権限は、レベルに
関係なく、「管理者＞オペレータ」となる。

編集可

■ユーザIDの分類・登録可能数を拡張

■各ユーザIDの権限と関係性

ベースカラーをグレー調、操作スイッチのデザインを変更しました。
■デザインをリニューアル

【管理者】

【オペレータ】

https://hakko-elec.co.jp/site/support/download-express.html
https://hakko-elec.co.jp/site/support/download-express.html
https://felib.fujielectric.co.jp/ja/M10019/M20118/document_detail/a0e921a5-256e-4b4b-bd11-1308c5ce0c02
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